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（博士論文審査の結果の要旨）

本学位申請論文は，織物の力学的挙動を実験検証ならびに数値解析モデルを用いて検討したも

のである。本論文は 6 章から構成されている。

第 1章では，織物の研究現状，特に静的，動的力学挙動を研究する問題点を実験，数値解析の

両面から述べている。また，本研究の位置づけと目的を明らかにしている。

第 2 章では， TwaronR 織物の構造的特徴及び力学的特性を実験結果に基づき明確にし，数値

解析モデルを構築した。

第 3 章では，織物の特徴であるクリンプ及び繊維束間の摩擦を考慮したモデルを構築し，引張

挙動を数値解析より明らかにし，実験結果との比較を行った。また， 2 軸引張挙動も検討した。

第 4 章では， TwaronR 織物の低速落下重量衝撃実験による動的力学挙動を実験と解析の両面

から検討した。衝撃挙動ならびに衝撃吸収エネルギーを実験により明らかにし，また繊維材料の

粘弾性と織物構造を考慮した解析モデルによる解析を行った。両者の結果は比較可能であり，良

い一致を確認した。

第 5 章では，低速落下重量衝撃モデルに基づき，多層織物構造モデルを構築した。また，サン

プルにホールのある損傷状態を模倣し，その衝撃挙動を明らかにしている。また，織物組織構造

による比較検討も行った。

第 6 章では，本論文の研究成果を総括している。

本論文は，織物の力学的挙動を実験と数値解析の両面から検討している。その内容は，学術的

新規性があり，工業実用にも価値がある。また，本論文は発表論文 3 編に基づいてまとめられて

おり，講座の審査基準の目安を満たしている。

以上を総合して，本学位論文の学術的価値及び工学応用に対する有用性が認められ，審査

委員全委員一致して博士学位論文に値すると判断した。また，本研究は織物の力学的挙動を

実験と数値解析の両面から検証したものであり，工学分野における応用展開が期待される。そ

の研究内容は博士（工学）の学位論文に値するものと判断する。
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